
令和７年度 第１回磐田市多文化共生社会推進協議会 摘録 

日  時 令和 7年７月 14日（月）午後 6時 30分～午後 8時 30分 

場  所 磐田市役所 西庁舎３階 302-303 会議室 

出席委員 

佐伯会長、藤原委員、川原委員、茂田委員、松下委員、相川委員、 

古谷委員、榛葉委員、鈴木裕委員、鈴木佐委員、神谷委員、田中委員、

ホァ委員 

事 務 局 
自治市民部長、自治デザイン課長、ダイバーシティ推進室長、 

担当職員 2名 

オブザーバー
学校教育課 担当職員 1名 

多文化交流センター「こんにちは！」 センター長 1名 

［会議内容］ 

１  開会 

２  委員紹介、委嘱状交付 

３  正副会長選任、あいさつ 

４  市長あいさつ 

５  報告事項 

⑴ 磐田市多文化共生社会推進協議会について                資料 1 

⑵ 外国人人口の状況と多文化共生施策について               資料 2

⑶ 第４次多文化共生推進プラン 令和６年度の取組結果 資料 3 

⑷ 第４次多文化共生推進プラン 令和７年度の取組計画         資料 4 

⑸ 第５次多文化共生推進プランの策定について                資料 5 

6  協議事項 

⑴ 第５次多文化共生推進プランの策定に向けて 

７  閉会 



[会議概要摘録] 

１  報告事項における主な意見 

⑴ 磐田市多文化共生社会推進協議会について 

   特になし。 

⑵ 外国人人口の状況と多文化共生施策について 

  ・外国人人口が増える一方で、JSL サポーターの養成には時間がかかるため、体制が間

に合うか危惧している。 

  ・JSL サポーターは学校にとって、とてもありがたい存在。人数が少なく、対応日も限られ

ている現状はある。 

  ・議員や正副市長などに本協議会に参加していただき、現状を知ってもらうべきだと思う。 

  ・やさしい日本語ガイドブックの知名度が低い。 

⑶ 第４次多文化共生推進プラン 令和６年度の取組結果 

  ・外国人情報窓口の対応件数に関する成果指標は、外国人の自立に向けた対応を目指

し、よく検討するべきだと感じる。 

  ・防災訓練、避難所情報は外国人に詳細は伝わりにくい現状があるため、外国人情報窓

口や自治会からの発信のみならず、企業からのアプローチも検討するべきである。 

  ・高齢者の外国人は、母語でも窓口対応が難しいことがある。絵と簡単な言葉で説明す

ることが重要だと感じている。 

⑷ 第４次多文化共生推進プラン 令和７年度の取組計画 

  ・技能実習のような比較的な短期の在留者と、長期の在留予定者ではニーズが異なる

ため、在留目的に応じたアプローチを考えるべきだと感じている。 

  ・情報の存在を知らない人が多いため、具体的な転入オリエンテーションを行ったり、学

校や園と連携した情報発信を行ったりするべきである。 

⑸ 第５次多文化共生推進プランの策定について 

  時間の都合により、事務局からの説明は省き、協議事項に進んだ。 

２  協議事項における主な意見 

 ⑴ 第５次多文化共生推進プランの策定について（課題感の共有） 

  ・国ごとに異なるニーズを把握した情報発信の必要性。 

  ・外国人アンバサダーや地域づくり協議会、磐田多文化防災の会の連携。 

  ・社会に出ることに対する生徒の動機付けの難しさ。 

  ・教育現場における、支援と教育の境界線の葛藤。 

  ・経済的な格差の課題。 

・家庭では母語を使い、園でしか日本語を使わない家庭の増加。 

  ・企業との関係性に関する成果指標の設定。 

・行政、市民、企業が三位一体となった取組への挑戦。 


